
                                                              
学校だより 

練馬区立大泉第二中学校  

   平成２４年１２月１９日発行（８号）  

                                                   

 
大二中の生徒であることに誇りを 

校長 眞々田 透 
 今年も残すところ、２週間をきりました。年の終わりに、多くの人はこの１年を振

り返り反省します。生徒のみなさんもしっかり振り返り、新しい年を迎え、新しい希

望と目標につなげてほしいと思います。 

 ３年生は１２月の三者面談で進路を絞り込み、目標に向かって最善の努力をしてい

るところだと思います。今まさに不安だったり、苦しいときかもしれませんが、苦し

いのは自分だけではありません。人間は苦しいことやつらいことを経験しながら壁を

乗り越え成長していくものです。そして、まわりには応援している人たちがたくさん

いることも忘れないで頑張ってほしいと思います。最後の最後まであきらめず、しっ

かり力をつけてください。 

 さて、１０日にスウェーデンのストックホルムでノーベル賞の授賞式が行われまし

た。そこで、朝礼で、大きな話題であるノーベル医学・生理学賞を受賞した京都大学

の山中伸弥教授の話をしました。山中教授は医師として手術がうまくできず、外科医

を諦めました。その後研究に専念しましたが、研究でも何度も失敗し、諦めかけたこ

ともあったそうです。しかし、ips 細胞という皮膚などの細胞から、様々な細胞に成

り得る能力を持った体細胞を作り出すことに成功しました。あきらめずに、努力を積

み重ねた結果、「金」の価値のあるメダルを受賞できたのではないでしょうか。今後

は難病の解明や新薬の開発などへの応用に期待が高まっています。受賞のコメントで

も、「一人でも多くの患者さんを救いたい。早く実際の治療につなげたい。ますます

がんばらなければ」と話していました。難病に苦しむ患者の方々、医療関係者の人た

ちにとって大変うれしいニュースで、日本の国民に元気と希望を与えてくれました。 

 身近なところでも、大二中の生徒の頑張りでうれしいニュースがありました。いく

つか紹介します。１日に光が丘公園で行われた駅伝大会では、区内の学校が参加する

中、見事に男女とも優勝することができました。一人一人の走る姿を見て、とても走

りが落ち着いていて、よく頑張っていると強く感じました。その結果が出たと思いま

す。走り終えた後、教育委員会の方が大二中の生徒に話しかけたそうです。生徒は「こ

の仲間と勝ててよかった」と答えたそうです。中学校３年間黙々と練習を続け、３回

出場し、今回仲間とともに結果を出すことができた。仲間と心から喜び合っている姿

からとてもさわやかな感じを受けたということです。 

 他にも地域の方からもはがきが届きました。大泉南小の応援祭りで男子生徒２人が

とてもよくお手伝いをした。それだけでなく、閉会式で自己紹介をし、自分の言葉で

感想を述べていた。その姿にとても感動したということです。 

 また、野球部が区民大会の試合を終え電車で学校に帰る途中、子供連れの妊婦のお

母さんが光が丘駅のエスカレーターのそばで、「お先にどうぞ」と道を空けてくれた。

ということで、とてもさわやかな中学生の姿にとても感動してお電話をいただきました。 

 当たり前の行動であったかもしれませんが、私は自然にこのような行動を中学生と

してとれることは素晴らしいと思います。まだまだ私たちの知らないところで、大二

中の生徒が頑張っているのではないかとも思います。このように、地域の方達は、大

二中の生徒の姿をいつも見ています。そして、みんなのさわやかな行動を自分のこと

のように感じて、とても誇りに思ってくださいます。ぜひ大二中の生徒であることに

誇りをもって、これからも行動して欲しいと思います。 

 最後になりましたが、新年またみなさんと元気で顔を合わせることを楽しみにして

います。 

教育目標  

・よく考える人になろう 

う 

い人になろう  

・豊かな心をもった人になろう  



◆落ち葉掃きへのご協力ありがとうございました 
１０月２９日から始まりました落ち葉掃きは、第２学年委員会の皆様が中心となっ

て、今年も多くの保護者の皆様のご協力で進められました。無事に終了することができ

ました。ありがとうございました。 

 

◆部活動や地域で活躍しています！ 
○第３５回大泉東地区祭絵画展へ美術部員が出品、会長賞３年１名・金賞１年１名・

銀賞３年１名・２年２名、銅賞３年１名・２年２名・１年１名受賞 (１０月２１日 ) 

○中学生の「税についての作文」練馬西納税貯蓄組合連合会優秀賞 ３年３名  

○中学生の「税の標語」優秀賞３年１名、佳作３年２名  

○子どもたちを健やかに育てる運動推進カレンダー原画展優秀賞２年１名、佳作１年

１名、入選３年２名、１年１名 (１１月１８日 ) 

○練馬区中学校バレーボール新人大会男子の部 優勝 (１０月７日 ) 

○第三ブロックバレーボール新人大会男子の部 第３位 (１１月４日 ) 

○練馬区立中学校連合演劇発表会にて演劇部が上演 (１１月４日 ) 

○平成 24 年度薬物乱用防止活動率先校に選ばれました。  

 ※率先校とは、東京都内の学校、専修学校及び各種学校から、福祉保健局が実施する薬物乱

用防止ポスター・標語募集事業への応募率が標語の場合は８０％以上あり、薬物乱用に率先

して取り組んだ学校が選ばれます。  

○第４９回練馬区中学校生徒総合体育大会卓球女子シングルス２年第２位・男子シン

グルス１年第２位 (１１月２３日 )  

○第１１回練馬区中学校駅伝大会男子Ａチーム優勝・Ｂチーム８位、女子Ａチーム優

勝、個人賞２年女子第２位 (１２月１日 ) 

○練馬区青少年育成大泉西地区委員会第１８回中学生野球大会優勝 (１２月２日 ) 

○第６５回練馬区民大会駅伝競技中学の部陸上競技部男子Ａチーム第２位・女子Ａチ

ーム第２位、最高記録賞２年男子(１２月９日) 

 

◆いじめ撲滅宣言 
練馬区のいじめをなくし、子供たちが明るく楽しい生活が送れるように、子供たちが

いじめについて考え防止する気持ちをはぐくむことを目的に、区内全校でいじめ一掃プ

ロジェクトを実施しています。１１月は「ふれあい(いじめ防止強化)月間」として、生

徒会役員が全校朝礼で呼びかけ、ポスター制作の依頼や生徒会紙にいじめ防止について

取り上げました。また、全校生徒で「練馬区いじめ撲滅宣言」に取り組み、学校代表と

して次の５名の作品を教育委員会へ送りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意を！ 

☆冬休み中の１２月２９日(土)より１月３日(木)までは機械警備となりますので、学校

に入ることはできません。忘れ物等がないように気をつけてください。 

 (いじめてる人へ) 

1 いいかげん気づこうよ。あなたのやっていることが「ダサイ」ってことに〈１年女子〉 

2 誰かをいじめる前に、自分の顔を鏡にうつしてみてください。あなたはどんな顔をし

ていますか〈２年男子〉  

3 おいっ！そこのいじめをしている奴！！みんなお前のこと、見てるぞ〈３年女子〉 

(まわりで見ている人へ) 

4「ダメ」と言える、それは勇気 見て見ぬふり、それは裏切り〈３年女子〉 

(親をふくめた大人の人へ) 

5「仲が良い」そう思わずに気づいてよ 言葉にだせない ＳＯＳ〈３年女子〉 


